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三重県内の概況① 

○ 平成30年度より、医療計画や介護保険事業(支援)計画の改定が行われ、在宅医療・介護連
携推進事業の全ての項目を実施することとされている中、三重県内の各市町において各種の
取組が進められている。 

 
○ 北勢や中勢伊賀では、在宅医療・介護連携に関する拠点が設置されている地域、関係者の

情報共有を図るためにＩＣＴが導入されている地域、近隣市町と合同で事業を実施してい
る地域などが既に存在しているが、引き続き、医療・介護関係者の連携を図る取組が進めら
れている。 

 
○ 南勢志摩や東紀州では、入退院等による患者の流れや市町単独での実施の困難さなどを踏

まえ、広域的な在宅医療・介護連携を図る観点から、以下のとおり、区域内の複数の市町
が合同で拠点を設置し、体制の整備・充実を図る取組が進められている。 

 ・松阪地域在宅医療・介護連携拠点・・・松阪市、多気町、明和町、大台町 
 ・奥伊勢在宅医療介護連携支援相談窓口・・・大台町、大紀町 
 ・伊勢地区在宅医療・介護連携支援センター「つながり」・・・伊勢市、玉城町、度会町、南伊勢町 
 ・紀北在宅医療・介護連携支援センター・・・紀北広域連合（尾鷲市、紀北町） 
 ・紀南地域在宅医療介護連携支援センター「あいくる」・・・紀南介護保険広域連合（熊野市、御浜町、紀宝町） 

取組全般について 



三重県内の概況② 

項目 県内の標準的な取組 県内の充実した取組の例（予定を含む） 

①資源の把
握 

医療・介護資源のリス
トやマップを作成して
対応。 

○介護関係者から医師へ連絡する際の方法・時間帯を示した一覧の作成（いなべ
市・東員町、四日市市、鳥羽市） 

○各介護施設が実施可能な医療処置の一覧の作成（桑名市、いなべ市・東員町、四
日市市） 

○所属するケアマネジャーの有する資格を明記した居宅介護支援事業所の一覧の作
成（名張市） 

○医師会・歯科医師会・薬剤師会の各団体会員のアンケート実施による地域資源の
詳細な把握（松阪市・多気町・明和町・大台町） 

②課題抽出
と対応策
の検討 

医療・介護関係者から
なる協議体や地域ケア
会議により対応。 

― 

③切れ目の
ない体
制構築 

体制がどの程度確立さ
れたものになっている
かは市町によって差が
ある。 

○医療機関によるバックベッドの確保や患者の受け入れへの支援の仕組みを構築
（桑名市・木曽岬町、四日市市、名張市、大台町・大紀町、志摩市） 

○退院支援に関するマニュアルを策定（四日市市・菰野町・朝日町・川越町） 

○登録患者に対して退院時や急変時等における包括的な支援を実施（亀山市） 

④情報共有
支援 

医療・介護関係者間の
連絡票の統一書式を作
成して対応。 

○市町がＩＣＴを導入している場合におけるシステムの形態は以下のとおり。 

 ・医療・介護・福祉関係者が情報共有を図るシステム（ゆめはまちゃん医療・介護
ネットワーク、トマッピーネットワーク）（桑名市、木曽岬町） 

 ・医療機関同士の情報共有システム（ID-Link）を拡張し、診療所が保有するメモ
を医療・介護関係者が閲覧できるシステム（四日市市） 

 ・医療機関を中心に医療・介護関係者の情報共有を図るシステム（テイジンバイ
タルリンク）（鈴鹿市、亀山市、津市） 

 ・医療・介護関係者が情報共有を図るシステム（カナミックネットワーク）（松
阪市・多気町・明和町・大台町） 

○医療・介護関係者が患者の服薬状況や生活上のアドバイス等をシールでお薬手帳
に記録する取組を実施（伊賀市） 

項目ごとの取組について 

3 ※ 項目については、在宅医療・介護連携推進事業と在宅医療フレームワークに基づく取組項目を挙げている。在宅医療フレームワークにおける「地域協議体の設置」については②に、「チーム体制の整備」、
「緊急時対応にかかる体制の整備」、「レスパイト体制の確保」については③に、「相談窓口の設置」については⑤に、「人材育成」については⑥に、それぞれ必要に応じて記載。 



項目 県内の標準的な取組 県内の充実した取組の例（予定を含む） 

⑤相談支援 

地域包括支援センターと
は別に拠点を設置してい
る場合、医療・介護関係
者からの相談に限定。 

― 

⑥研修 
「顔の見える関係」を
築くための多職種連携
の研修会を実施。 

○「顔の見える関係」から更に進んだ関係の構築を図るため、以下のとおり研修内
容等の充実が図られている。 

 ・他職種の仕事や役割分担への理解を深める観点から、同職種同士と他職種同士
のディスカッションを織り交ぜた研修会を実施（桑名市（※平成30年度予定）、松阪
市（※平成30年度予定）） 

 ・マインドマップによる思考や情報を整理・見える化した事例検討を実施（名張
市（※平成30年度予定）） 

 ・看護職を通じて病院と地域の連携を図る観点から、病院の看護師と訪問看護ス
テーションの看護職員を対象とした研修会を実施（いなべ市・東員町、名張市) 

⑦普及啓発 
地域住民に対する講演
会や広報等による情報
発信を実施。 

○市民団体主催の講演会の講師料を補助（四日市市） 

○最期の時に受けたい医療やケアを関係者と共有するためのアドバンス・ケア・プ
ランニングシートやエンディングノートを作成（桑名市・木曽岬町、鈴鹿市（※平

成30年度予定）、亀山市（※平成30年度予定）） 

⑧関係市区
町村の連
携 

近隣市町と意見交換や
情報共有等を実施。 

○一部の事業の共同実施（桑名市・木曽岬町、いなべ市・東員町） 

○複数の市町による拠点の共同設置（Ｐ２参照） 

⑨症例支援
マニュア
ルの作成 

認知症ケアパスを作成。 ― 

⑩家族同士
のつなが
り構築 

介護者の交流会や認知
症カフェを実施。 

― 
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三重県内の概況③ 

項目ごとの取組について（続き） 

※ 項目については、在宅医療・介護連携推進事業と在宅医療フレームワークに基づく取組項目を挙げている。在宅医療フレームワークにおける「地域協議体の設置」については②に、「チーム体制の整備」、
「緊急時対応にかかる体制の整備」、「レスパイト体制の確保」については③に、「相談窓口の設置」については⑤に、「人材育成」については⑥に、それぞれ必要に応じて記載。 







各市町の在宅医療・介護連携に関する取組状況（伊賀区域） 

項目 名張市 伊賀市 

①資源の把握 

・医療・介護資源マップを作成。 
・他市と比較した人口動態、死亡場所、医療・介護資源の状況を把
握するなどのデータ分析を実施。 

・所属するケアマネジャーの有する資格を明記した居宅介護支援事
業所の一覧を作成。 

・介護資源リストを作成。 

②課題抽出と対応
策検討 

・「名張市在宅医療支援センター」に設置された医療・介護関係者
からなる「運営協議会」や「実務者会議」において課題の抽出や
議論を実施。 

・2025年に対応できる地域医療の形を目指し、各種データの分析に
より、「伊賀市地域医療戦略2025」を策定。 

・医療・介護関係者等からなる「保健・医療・福祉分野の連携検討
会」において課題の抽出や議論を実施。 

③切れ目のない体
制構築 

・「在宅医療救急システム」により在宅医と市立病院との間で急変
時のバックベッド確保体制を整備。 

・医療・介護関係者が患者の服薬状況や生活上のアドバイス等を連
携シールでお薬手帳に記録する「在宅患者サポート事業」を実施。 

④情報共有支援 ・医療・介護関係者の間で情報共有を図るための連絡票を作成。 
・医療・介護関係者が患者の服薬状況や生活上のアドバイス等を連
携シールでお薬手帳に記録する「在宅患者サポート事業」を実施。 

⑤相談支援 

・平成23年４月に名賀医師会への委託により設置された「名張市在
宅医療支援センター」において医療・介護関係者からの相談対応
を実施。 

・地域包括支援センターや「まちの保健室」において一般的な相談
対応を実施。 

・地域包括支援センターにおいて総合的な相談対応を実施。 

⑥研修 
・多職種連携の研修会や病院と地域の看護職の連携に関する研修会
等を実施。 

・多職種連携の研修会等を実施。 

⑦普及啓発 
・医療介護福祉フェスタを開催。(医師会、歯科医師会等) 
・地域住民に対する講演会や在宅医療入門講座を実施。 

・医師会との共催による地域住民に対する講演会を実施。 
・広報による情報発信を実施。 

⑧関係市区町村の
連携 

・伊賀市青山町の在宅医療についても対応。 
・「実務者会議」にオブザーバーとして伊賀市の医療機関も参加。 

・近隣市町と必要に応じて情報共有等を実施。 

⑨症例支援マニュ
アルの作成 

・認知症ケアパスを作成。 ・認知症ケアパスを作成。 

⑩家族同士のつな
がり構築 

・認知症の家族の交流会、認知症カフェ、家族介護教室を実施。 ・家族介護者の交流会や認知症カフェを実施。 

※ 項目については、在宅医療・介護連携推進事業と在宅医療フレームワークに基づく取組項目を挙げている。在宅医療フレームワークにおける「地域協議体の設置」については②に、「チーム体制の整備」、「緊急時対応に
かかる体制の整備」、「レスパイト体制の確保」については③に、「相談窓口の設置」については⑤に、「人材育成」については⑥に、それぞれ必要に応じて記載。 

○ 名張市においては、平成23年４月の早期から名賀医師会への委託により「名張市在宅医療支援センター」を設置し、医療・介護資源の詳細な把握、急変時
のバックベッド確保体制の整備、病院と地域の看護職の連携に関する研修会など、充実した取組が行われている。 

○ 伊賀市においては、平成29年10月に2025年に向けた地域医療の戦略を策定するとともに、お薬手帳を活用した医療・介護関係者の円滑な情報共有の仕組み
の構築が図られている。 
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